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議
会
新
体
制　
就
任
あ
い
さ
つ

　

晩
秋
の
候
、
住
民
の
皆
さ

ま
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
議
員
全
員
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
再
び
議
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
は
、
豊

能
町
の
未
来
を
左
右
す
る
極

め
て
重
要
な
期
間
で
す
。

　

公
共
施
設
の
再
編
や
学
校

跡
地
の
利
活
用
な
ど
、
町
の

50
年
先
を
見
据
え
た
判
断
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
８
年
４
月
に
は
小
中

一
貫
校
が
開
校
を
迎
え
ま
す
。

子
ど
も
達
の
未
来
に
繋
が
る

特
色
あ
る
教
育
を
実
現
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
問
題
も
重
要

な
課
題
で
す
。
10
月
に
は

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
制
度
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

免
許
を
返
納
さ
れ
た
方
や
車

を
持
た
な
い
方
が
困
ら
な
い

よ
う
に
、
地
域
で
車
を
所
有

し
、
使
用
す
る
仕
組
み
を
住

民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
広
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
制
度
の
規

制
緩
和
に
つ
い
て
も
、
他
市

町
村
と
連
携
し
な
が
ら
国
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
は
、
過

去
に
一
区
切
り
を
つ
け
、
未

来
へ
と
歩
み
出
す
大
切
な
時

期
に
な
り
ま
す
。

　

議
会
の
存
在
意
義
も
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
投
票
率
の
低

下
は
、
行
政
追
認
的
な
姿
勢

と
情
報
発
信
不
足
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
前
回

の
議
長
就
任
時
に
掲
げ
た
政

策
提
言
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
６
件
を
提
出
し
ま
し
た
。

個
人
質
問
で
は
進
ま
な
い
案

件
も
、
議
会
と
し
て
提
言
す

れ
ば
前
向
き
に
検
討
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
今
後
も
議
員

全
員
の
議
論
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
こ
の
２
年
間
で
政
策
提

言
を
当
た
り
前
に
行
う
体
制

を
整
え
、
健
全
な
二
元
代
表

制
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
の
情
報
発
信

も
強
化
し
ま
す
。
本
会
議
や

委
員
会
、
報
告
会
の
動
画
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
視

聴
は
ま
だ
少
数
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
住

民
の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
で

き
る
仕
組
み
を
広
げ
ま
す
。

　

今
後
も
中
川
副
議
長
と
と

も
に
、
町
の
発
展
の
た
め
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

秋
の
深
ま
り
が
感
じ
ら
れ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

住
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ

と
と
ご
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
再
び
副
議

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
豊
能
町
に
お
き
ま

し
て
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ

り
、
人
口
の
減
少
が
顕
著
と

な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少

の
問
題
は
、
空
き
家
の
増
加

を
引
き
起
こ
す
と
と
も
に
、

空
き
家
の
劣
化
や
、
庭
の
草

木
の
放
置
な
ど
に
よ
る
住
環

境
の
悪
化
を
招
く
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
人
口
の
減
少
は
、

豊
能
町
の
税
収
の
悪
化
を
伴

い
、
ま
す
ま
す
、
地
方
交
付

税
や
基
金
の
取
り
崩
し
に
頼

る
構
造
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
口
の
減
少
だ
け

で
な
く
運
転
手
の
減
少
に
よ

り
、
公
共
交
通
の
減
便
な
ど

を
引
き
起
こ
し
、
地
域
の
移

動
手
段
の
確
保
も
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
西
地
区
の
公
私
連

携
幼
保
連
携
型
の
こ
ど
も
園

の
開
設
、
学
校
再
編
に
よ
る

小
学
校
跡
地
の
利
活
用
や
、

豊
能
町
の
人
口
増
加
時
期
に

建
設
さ
れ
た
公
共
施
設
が
老

朽
化
し
て
き
て
お
り
、
公
共

施
設
の
再
編
も
必
要
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
特
に
、
東
地

区
の
公
共
施
設
再
編
が
先
行

し
て
お
り
、
基
本
設
計
の
内

容
を
決
定
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
も
差
し

掛
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
早
急
に
解
決
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
を

図
る
た
め
に
、
議
会
と
し
て

も
し
っ
か
り
と
議
論
を
行

い
、
豊
能
町
の
進
む
方
向
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
は

当
然
で
す
が
、
議
会
も
行
政

に
対
し
て
協
力
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、

私
の
こ
れ
ま
で
の
８
年
間
の

議
員
経
験
を
生
か
し
て
、
各

種
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、

議
会
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で

き
る
よ
う
に
、
永
並
議
長
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

永並　啓

中川　敦司

議　長

副議長
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総
務
建
設
常
任
委
員
会

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　

改
選
後
に
開
催
さ
れ
た
10

月
会
議
に
お
い
て
、
総
務
建

設
常
任
委
員
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

総
務
建
設
常
任
委
員
会
で

は
、
主
に
総
務
部
・
都
市
建

設
部
に
関
す
る
事
項
を
所
管

し
て
い
ま
す
。

　

四
半
世
紀
に
も
及
ぶ
豊
能

町
の
最
大
の
懸
案
事
項
で

あ
っ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題

は
、
来
年
度
初
め
に
解
決
の

目
途
が
立
っ
て
い
ま
す
が
、

当
委
員
会
に
お
い
て
は
、
総

務
部
門
で
は
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
や
そ
れ
に

伴
う
税
収
の
減
少
・
空
き
家

問
題
・
東
西
地
区
の
公
共
施

設
再
編
・
公
共
交
通
問
題
な

ど
、
都
市
建
設
部
門
で
は
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ

る
担
い
手
不
足
・
義
務
教
育

学
校
開
校
に
よ
る
空
き
校
舎

の
利
活
用
な
ど
の
問
題
・
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
は
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
、
市
街
化

調
整
区
域
内
に
あ
る
一
部
の

指
定
路
線
に
お
い
て
は
開
発

行
為
の
緩
和
も
図
ら
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
問
題
・

課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
委
員
一
同
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
改
選
後
の
10
月

会
議
に
お
き
ま
し
て
議
会
運

営
委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
12

名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
る
議

会
を
円
満
、
か
つ
効
率
的
に

運
営
す
る
た
め
に
置
か
れ
た

委
員
会
で
あ
り
、
議
会
運
営

の
責
任
者
で
あ
る
議
長
の
諮

問
的
な
性
格
を
帯
び
た
機
関

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
権
限
は
、

一
．
議
会
の
運
営
に
関
す
る

こ
と

「
会
期
・
会
議
日
程
・
提
出

議
案
の
取
り
扱
い
・
付
託
・

一
般
質
問
の
取
り
扱
い
・
委

員
会
の
構
成
・
特
別
委
員
会

の
設
置
」
な
ど

二
．
議
会
の
会
議
規
則
・
委

員
会
に
関
す
る
条
例
等
に
関

す
る
こ
と

三
．
議
長
の
諮
問
に
関
す
る

こ
と

①
調
査
を
行
う
こ
と

　

定
例
会
議
な
ど
の
運
営
の

在
り
方
・
一
般
質
問
の
運

用
・
請
願
や
陳
情
の
付
託
等

の
取
り
扱
い
な
ど
議
会
運
営

全
般
に
わ
た
る
基
本
的
事
項

に
つ
い
て
。

②
審
査
を
行
う
こ
と

　

議
会
の
運
営
に
関
す
る
議

案
・
請
願
や
陳
情
な
ど
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
、
永
並
議
長
と
力
を
合
わ

せ
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆

さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
福
祉
教
育
常
任

委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

福
祉
と
教
育
は
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に
最
も
身

近
で
、
そ
し
て
将
来
に
大
き

く
か
か
わ
る
重
要
な
分
野
で

す
。

　

委
員
会
で
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の

世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
様
々

な
課
題
に
丁
寧
に
向
き
合
い

な
が
ら
、
議
論
と
提
案
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

来
年
度
に
は
、
豊
能
町
で

初
め
て
と
な
る
「
小
中
一
貫

義
務
教
育
学
校
」
の
開
校
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
学
校
が
力
を
合
わ

せ
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
び
、
夢
を
育
む
新
し
い

教
育
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
て
委
員

会
と
し
て
も
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
と
福
祉
の
連

携
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
見
守
り
、
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
支

援
な
ど
、
地
域
全
体
の
支
え

合
い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
」「
人
の
つ
な
が

り
が
温
か
い
ま
ち
」
を
目
指

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の

皆
さ
ま
の
声
を
大
切
に
、
笑

顔
と
や
さ
し
さ
溢
れ
る
町
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

委
員
長池

田
　
忠
史

委
員
長寺

脇
　
直
子

委
員
長秋

元
美
智
子

委
員
長　
池
田 

忠
史

副
委
員
長　
西　

 

美
江

委　
　
員　
髙
野 

光
一

　
　
　
　
　
才
脇 

明
美

　
　
　
　
　
中
川 

敦
司

　
　
　
　
　
秋
元
美
智
子

委
員
長　
寺
脇 

直
子

副
委
員
長　
内
田 

香
織

委　
　
員　
林　

 

和
利

　
　
　
　
　
管
野
英
美
子

　
　
　
　
　
永
並 　
啓

　
　
　
　
　
小
寺 

正
人

委
員
長　
秋
元
美
智
子

副
委
員
長　
管
野
英
美
子

委　
　
員　
林　

 

和
利

　
　
　
　
　
髙
野 

光
一

　
　
　
　
　
才
脇 

明
美

　
　
　
　
　
寺
脇 

直
子
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新議会スタート 令和７年９月 30 日

新議員の連絡先と抱負を議席番号順に紹介します。
※住所、連絡先の掲載内容は、各議員の意向によるものです。

魅力溢れるまち豊能町。住民の皆さまと共に、
もっと素敵にまちづくり。多くの住民の皆さ
まと会話し、皆さまの声を届けます。

少子高齢化の豊能町だからこそ「子育てしや
すい町、みんなが一緒になって子育て世代を
応援する町」をめざします。

少子高齢化や人口減少、地域の活性化など、
さまざまな課題解決のため、住んでよかった
町・豊能町を実現してまいります。

私は初めて議員に当選しました。学校給食費
の無償化、公共交通の充実、補聴器購入補助
の実現を目指してがんばります。

２期目も１期目同様、住民の皆さまと一緒に、
豊能町に住んでよかった、住んでいたいと思
えるような町づくりをしていきます。

現場に出向き、声を聴き、必要ならば立ち止
まり、間違いは正し、確実に前進します。「当
たり前の幸せ」を次の世代に手渡します。

連絡先

連絡先

連絡先

連絡先

連絡先

連絡先

１

２

３

４

５

６

西
にし

　美
み え

江

内
う ち だ

田　香
か お り

織

林
はやし

　和
かずとし

利

髙
た か の

野　光
こういち

一

池
い け だ

田　忠
た だ し

史

才
さいわき

脇　明
あ け み

美

東ときわ台８丁目１－７
  070-8359-1571
nishimie1130@gmail.com

ときわ台１丁目
uchidakaori2025@gmail.com

光風台２丁目２－ １５
☎ 072-738-6263

光風台６丁目１０－９
☎072-738-1047
  090-6552-3230
winered1759@yahoo.co.jp

木代７３４－１
☎072-739-0025
  090-1587-0239
iket125@yahoo.co.jp

切畑
☎ 072-739-0766
saiwaki.akemi@gmail.com



5 大阪府豊能町 議会だより議会だより第 155 号　令和７年１１月２５日

各 関 連 機 関 選 出 議 員
大阪広域水道企業団議会 猪名川上流広域ごみ処理

施設組合議会
永並　　啓

髙野　光一
　管野　英美子
小寺　正人

都市計画審議会

豊能郡環境施設組合議会

池田　忠史
西　　美江 池田　忠史

才脇　明美
中川　敦司
寺脇　直子
　秋元　美智子

民生委員推薦会 寺脇　直子
内田　香織

豊能の豊かな自然を活かし、人を育み、産業
の活性化を図るとともに、住環境の整備を進
めることで、活力ある町づくりを目指します。

豊能町の輝く未来のために、住民目線で、賑
わいのある住み良い町づくりを目指し、地域
の課題解決に取り組みます。

住民の皆さまの声を聞き、子ども達の笑顔が
輝く町、高齢者が生きがいをもって暮らせる
心の通った町づくりを目指してまいります。

カーシェアリングなど住民の皆さま自身も参
加する新しい行政サービスの実現。政策提言
をルール化し、機能する二元代表制の実現。

小学校跡地域には私立の工業高等専門学校の
ような誇りを持てる施設の誘致などができな
いかと考えてきました。実現させたい。

豊能町の高齢化率は ５０％を越えました。住
んでよかった町に向けて住民皆さまの想いを
町政へと、足元の活動に努めてまいります。

連絡先

連絡先

連絡先

連絡先

連絡先

連絡先

７

８

９

10

11

12

中
なかがわ

川　敦
あ つ し

司

寺
てらわき

脇　直
な お こ

子

管
す が の

野 英
え み こ

美子

永
え な み

並　啓
けい

小
こ で ら

寺　正
ま さ と

人

秋
あきもと

元 美
み ち こ

智子

東ときわ台８丁目 ２１ －８
☎ 072-738-7511

希望ケ丘３丁目５－ １３
☎ 072-739-3581
naoko0422p@gmail.com

新光風台２丁目６－２
☎ 072-738-6054
emiko20sugano77@gmail.com

新光風台５丁目３－１
☎ 072-736-0007

新光風台３丁目 ２４ －６
☎ 072-736-1243
koderamasato@ares.eonet.ne.jp

新光風台５丁目 ３０ －４
☎ 072-738-5104
michi19512005@gmail.com
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７月会議報告� 令和７年７月 24 日

40 号議案 令和 7 年度
一般会計補正予算（第４回）

小中一貫校施設整備事業、東地区整備工事の一部を令和
８年度に繰越すものです 全員賛成 可決

９月定例会議報告�令和７年８月 27 日～９月 11 日

　令和7年9月定例会議は、８月27日から9月1１日までの16日間の日程で開催しました。提出された案件は、19件（報
告２件、人事 2 件、条例改正６件、条例廃止１件、補正予算２件、決算認定 6 件）でした。関係案件は、各常任委員会・
決算特別委員会で審査したのち、本会議で採決しました。また、人事案件は初日に、議会議案は最終日に審議・採決
しました。
報告

７号報告 令和 6 年度一般会計予算継続費精
算報告書報告 令和 2 年度からの小中一貫整備事業の継続費精算報告です

８号報告 健全化判断比率及び
資金不足比率報告

「健全化比率について実質赤字比率はない」「下水道事業会計につい
ても資金不足は生じていない」との報告がありました

条例改正

43 号議案
町議会議員及び町長の選挙におけ
る選挙運動の公費負担に関する条
例改正

公職選挙法施行令の改正に伴い、選挙運動用ビラ等
の作成の公営に要する経費に係る限度額を引き上げ
るものです

全員賛成 可決

44 号議案
職員の勤務時間、休日、休暇等に
関する条例及び豊能町職員の育児
休業等に関する条例改正

国家公務員の休暇制度が改正されることに伴い、当
該改正に準じた改正を行うものです 全員賛成 可決

45 号議案 豊能町ふるさとづくり基金条例
改正

寄附を積み立てるにあたり活用できる事業を明確にす
るため、所要の改正を行うものです 全員賛成 可決

46 号議案

特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業並びに特定子ども・子
育て支援施設等の運営に関する基
準を定める条例改正

子ども・子育て支援法等の改正に伴い、当該条例につ
いても所要の改正を行うものです 全員賛成 可決

47 号議案 家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例改正

厚生労働省で定める基準に準じ、当該条例についても
所要の改正を行うものです 全員賛成 可決

48 号議案 下水道条例の一部を改正する条例
改正

災害その他の非常の場合において、他の市町村の指定
を受けた指定工事店に排水設備等の工事を実施できる
ように所要の改正を行うものです

全員賛成 可決

条例廃止

49 号議案 町立老人デイサービスセンター条
例廃止

公設によるデイサービス事業の役目を終えたと判断し
条例を廃止するものです 全員賛成 可決

補正予算

50 号議案 令和 7 年度
一般会計補正予算（第５回）

主な事業は、環境施設組合負担金（最終処分費用）
帯状疱疹ワクチン接種費用・西地区スクールバス購
入費等です

全員賛成 可決

51 号議案 令和 7 年度介護保険特別会計事業
勘定補正予算（第１回） 地域包括支援センター運営業務委託費です 全員賛成 可決

議会議案
4 号
議会議案 特別委員会廃止 スマートシティ事業に係る諸事項の調査を終了した

ため、特別委員会を廃止するものです 全員賛成 可決

令和６年度決算認定の６件の概要は、「P.8 ～ P.9」に掲載しています。
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10月会議報告� 令和７年 10 月６日

第 5 号
議会議案 特別委員会設置 議会だよりを編集・発行するため、広報特別委員会を設置

するものです 全員賛成 可決

10月会議（第２回）報告�令和７年 10 月 20 日

52 号議案 附属機関に関する条例改正 地域包括支援センター運営業務委託事業者を選考するため
の附属機関を設置するものです 全員賛成 可決

53 号議案 令和７年度
一般会計補正予算（第 6 回）

東地区公共施設再編整備事業の実施設計・工事監理業務に
係る費用を令和９年度まで債務負担するものです 全員賛成 可決

　

令
和
６
年
12
月
２
日
以

降
、
健
康
保
険
証
の
新
規
発

行
は
終
了
し
、
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
登
録
を
行
っ
た

従
来
の
健
康
保
険
証
の
新
規

発
行
を
終
了
す
る
こ
と
は
、

法
律
上
の
義
務
付
け
が
な
く

任
意
と
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
事

実
上
強
制
す
る
も
の
で
大
問

題
だ
。

　

ま
た
、
資
格
確
認
書
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
絶
え
ず
、

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

や
障
が
い
者
に
と
っ
て
困

難
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

カ
ー
ド
は
５
年
毎
に
更
新

だ
。

　

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行

を
強
く
求
め
る
。

　

議
会
だ
よ
り
第
１
５
４

号
Ｐ
．
９
の
文
中
で
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と

も
に
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度　

豊
能
郡

環
境
施
設
組
合　

第
５

回
臨
時
会　

５
月
30
日

（
金
）
●
公
平
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の

「
竹
越
守
也
氏
」
は
、
正

し
く
は
「
竹
腰
守
也
氏
」

で
す
。

反　
対　
高
尾

反　
対　
高
尾  

靖
子
靖
子

９月定例会議で賛否の分かれた案件� （〇：賛成　×：反対）

件　　　名
議
決
結
果

池
田　
忠
史

才
脇　
明
美

中
川　
敦
司

寺
脇　
直
子

管
野
英
美
子

永
谷　
幸
弘

え
な
み
け
い

小
寺　
正
人

秋
元
美
智
子

高
尾　
靖
子

２ 号 認 定 令和６年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ×
＊全員賛成の件名については、紙面の都合上、省略しています。　＊議長（えなみけい）は、職責により、採決に参加していない。

第
２
号
認
定 

令
和
６
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

討討

論論

人人

事事

教
育
委
員
会 
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会 

委
員

馬ま
わ
た
り渡　

秀ひ
で
の
り徳

さ
ん

木き

だ田　
正ま

さ
ひ
ろ裕

さ
ん

（
川
西
市
）

（
野
間
口
）

を
任
命
同
意
し
ま
し
た
。

を
選
任
同
意
し
ま
し
た
。

第
42
号
議
案

第
41
号
議
案

訂
正
と
お
詫
び
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問 

自
主
避
難
所
環
境
整
備

助
成
事
業
で
自
治
会
に
備
品

代
を
補
助
し
て
い
る
が
、
地

域
に
よ
っ
て
は
啓
蒙
活
動
に

特
化
し
て
い
る
所
が
あ
る
。

答 

申
請
時
に
は
、
品
目
と

目
的
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

詳
し
い
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

問 

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
の

特
殊
詐
欺
対
策
が
必
要
」
と

課
題
に
あ
る
が
、
そ
の
件
数
、

対
策
を
伺
う
。

答 

町
内
に
お
い
て
は
、
今

年
１
月
か
ら
の
発
生
件
数

は
７
件
発
生
し
て
お
り
、

３
１
１
３
万
円
の
被
害
が
出

て
い
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
警
察
署

と
連
携
し
、
年
に
一
度
研
修

会
を
開
催
し
て
啓
発
し
て
お

問 

住
宅
流
通
・
多
様
化
促

進
事
業
の
空
き
家
の
掘
り
起

こ
し
、
住
宅
流
通
の
取
り
組

み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

不
動
産
会
社
と
協
定
を

結
び
、
豊
能
町
の
物
件
情
報

が
見
ら
れ
る
サ
イ
ト
の
作
成

を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ゼ
ロ
円
物
件
を
対

象
に
し
て
い
る
会
社
と
協
定

を
結
び
、
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
に
チ
ラ
シ
の
同
封
、

住
ま
い
の
相
談
窓
口
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
対
す
る
補
助
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

移
住
就
職
応
援
事
業
の

応
援
補
助
金
２
件
は
、
ど
こ

か
ら
移
住
さ
れ
た
の
か
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
に
就
職

り
、
ま
た
、
令
和
７
年
度
か

ら
は
、
自
動
録
音
電
話
機
の

補
助
事
業
も
行
い
、
対
策
を

進
め
て
い
ま
す
。

問 

消
防
広
域
化
事
業
の
通

信
指
令
業
務
共
同
運
用
に
要

す
る
経
費
７
１
１
９
万
円
は
、

運
用
を
開
始
し
た
６
年
度
限

り
の
も
の
か
。
ま
た
、
箕
面

市
へ
の
委
託
料
で
、
共
同
運

用
の
経
費
以
外
に
増
額
と

な
っ
た
も
の
は
あ
る
の
か
。

答 

当
該
年
度
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を
含
め
た
金
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
以

降
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
退
職
者
が
昨
年
度

ゼ
ロ
か
ら
今
年
度
は
８
名
と

増
え
て
い
る
た
め
、
退
職
手

当
分
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。問 

在
宅
高
齢
者
支
援
事
業

「
お
で
か
け
く
ん
」
は
、
多

く
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

台
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

答 

車
の
台
数
・
利
用
回
数

を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
ご

さ
れ
た
追
加
支
援
金
の
実
績

は
あ
っ
た
の
か
。

答 

徳
島
県
と
兵
庫
県
か
ら

移
住
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

介
護
従
事
者
や
交
通
事
業
者

な
ど
へ
の
、
就
業
に
対
す
る

加
算
の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

問 
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

は
、
町
内
の
人
が
他
市
町
村

へ
ふ
る
さ
と
寄
附
す
る
額
と
、

豊
能
町
へ
の
寄
附
額
を
差
し

引
き
す
る
と
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答 

ふ
る
さ
と
寄
附
の
収
入

実
績
と
、
他
市
町
村
へ
寄
附

を
さ
れ
た
方
の
控
除
額
を
除

き
交
付
税
措
置
の
金
額
を
除

い
た
後
の
差
を
見
る
と
、
昨

年
度
よ
り
も
さ
ら
に
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
運
行

協
力
員
の
不
足
や
高
齢
化
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
は
89
億
４
８
２
７
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
、
７
・
12
％
増

と
な
り
、
歳
出
は
83
憶
７
８
６
４
万
円
で
13
・
８
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
き
、
さ
ら
に
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
４
８
６
３
万
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
は
５
億
２
１
０
１
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
18
・
７
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
の
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
96
・
４
％
と
な
り
、
令
和
５
年
度
の
92
・
０
％

と
比
べ
４
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令和７年９月１日・２日

令和７年度

　決算特別委員会

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算

令和７年度

　決算特別委員会

総
務
部

生
活
福
祉
部

問 

た
ん
ぽ
ぽ
の
家
に
つ
い

て
、
利
用
者
の
減
少
や
施
設

の
老
朽
化
な
ど
の
課
題
を
挙

げ
て
い
る
が
、
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

平
成
３
年
の
開
所
当
初

は
、
学
校
を
卒
業
し
た
障
が

い
者
に
は
行
き
場
が
な
く
、

日
中
活
動
の
場
を
町
が
確
保

し
て
き
ま
し
た
が
、
法
の
制

定
に
よ
り
、
障
が
い
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
が
確
保
さ
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
見
直
し
の
時

期
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
施
設
利
用
者
や

町
在
住
の
障
が
い
者
に
配
慮

し
な
が
ら
、
存
続
や
委
託
な

ど
を
検
討
し
ま
す
。

■二次元コードから決算特別委員会の動画を視聴できます。視聴に伴う通信料は自己負担です。

１日目２日目
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問 
土
木
災
害
予
防
事
業
に

お
い
て
、
令
和
５
年
度
決
算

と
比
較
し
て
減
額
と
な
っ
て

い
る
要
因
は
。

答 

土
石
流
テ
レ
メ
ー
タ
ー

保
守
管
理
業
務
の
経
費
を
大

阪
府
と
折
半
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
６
年
度
か
ら
大
阪

府
負
担
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

問 

農
業
法
人
設
立
支
援
事

業
に
お
い
て
、
志
野
の
里
の

運
営
団
体
に
法
人
設
立
の
見

込
み
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
も
運
営
補
助
を
続
け
て

い
く
の
か
。

答 

現
在
の
直
売
所
は
駐
車

場
が
狭
く
、
農
産
物
の
供
給

も
足
り
て
い
な
い
な
ど
引
き

続
き
改
善
に
む
け
て
支
援
を

続
け
て
い
く
予
定
で
す
。
自

立
で
き
て
い
な
い
と
い
う
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

衛
生
セ
ン
タ
ー
は
毎
年

修
繕
を
し
な
が
ら
使
用
し
て

お
り
、
処
理
量
も
減
っ
て
き

て
い
る
。
い
つ
ま
で
運
営
を

続
け
る
の
か
。

答 

非
常
に
老
朽
化
が
進
ん

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問 

こ
れ
ま
で
保
険
料
の
滞

納
者
に
短
期
証
を
発
行
し
て

対
応
し
て
い
た
が
、
現
在
の

対
応
は
。

答 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
保
険
証
の
一
体
化
に
伴
い
、

短
期
証
に
よ
る
対
応
は
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
滞
納
者

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
督
促

状
や
催
告
書
の
送
付
に
加
え
、

納
付
が
困
難
な
状
況
の
聞
き

取
り
や
関
係
機
関
に
繋
ぐ
、

ま
た
減
免
・
減
額
な
ど
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

�

（
全
員
賛
成　

認
定
）

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
診
療
所

特
別
会
計
診
療
所

問 

大
阪
府
地
域
医
療
構
想

に
お
い
て
、
直
営
診
療
所
に

特
に
求
め
ら
れ
て
い
る
在
宅

医
療
の
推
進
と
い
う
こ
と
が

課
題
と
し
て
書
か
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
状
況
は
。

答 

現
在
、
在
宅
医
療
に
つ

い
て
は
、
内
科
で
は
往
診
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
歯
科

で
お
り
、
修
繕
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
摂
津
市
か
ら
の
受

入
れ
が
あ
る
た
め
費
用
的
に

は
か
な
り
補
え
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
広
域
化

も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

で
行
っ
て
い
ま
す
。

�

（
全
員
賛
成　

認
定
）

始
決
定
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
６
年
度
末
の
時
点
で
52

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
１
３
８
件
の
決
定
通
知

を
し
て
お
り
、
最
終
的
に
は

１
５
０
件
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

�

（
全
員
賛
成　

認
定
）

下
水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

問 

設
備
の
老
朽
化
が
進
む

中
、
今
後
も
多
大
な
財
源
が

必
要
と
な
り
負
担
が
か
か
る

と
思
う
が
、
国
の
補
助
金
な

ど
計
画
を
立
て
て
い
る
の
か
。

答 

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
と
し
て
今
年
度
も
補

助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
下

水
道
管
渠
を
調
査
し
て
改
修

を
進
め
て
い
ま
す
。

�

（
全
員
賛
成　

認
定
）

が
で
き
て
30
年
ほ
ど
経
過
し

た
と
思
う
が
、
現
状
の
35
名

は
適
正
な
人
数
な
の
か
。
事

業
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

現
状
の
人
数
に
関
し
て

は
、
青
少
年
指
導
員
会
の
中

で
も
見
直
し
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
役
員
会

等
で
検
討
し
て
い
き
、
人
数

の
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問 

シ
ー
ト
ス
改
修
事
業
に

つ
い
て
、
業
務
委
託
料
だ
け

で
年
間
５
千
万
円
以
上
か

か
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
改
修

工
事
等
で
３
５
０
０
万
円
か

か
っ
て
い
る
。
そ
の
前
に
も

多
く
の
修
理
が
あ
っ
た
。

　

今
後
の
考
え
に
つ
い
て
、

伺
う
。

答 

今
後
10
年
で
３
憶
円
以

上
か
か
る
見
込
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
公
共
施
設
の
再
編

に
は
シ
ー
ト
ス
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
新
た
な
行

財
政
改
革
の
中
で
、
今
後
、

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

�

（
全
員
賛
成　

認
定
）

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長　
永
谷 

幸
弘

副
委
員
長　
小
寺 

正
人

委　
　
員　
池
田 

忠
史

　
　
　
　
　
寺
脇 

直
子

　
　
　
　
　
管
野
英
美
子

　
　
　
　
　
秋
元
美
智
子

令
和
６
年
度
特
別
会
計
等
決
算

令
和
６
年
度
特
別
会
計
等
決
算

都
市
建
設
部

こ
ど
も
未
来
部

問 

奨
学
資
金
貸
与
事
業
に

つ
い
て
、
滞
納
者
の
件
数
は
。

ま
た
、
長
期
滞
納
者
へ
の
対

応
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

滞
納
件
数
は
20
件
と
な

り
ま
す
。
長
期
滞
納
者
に
つ

い
て
は
、
弁
護
士
へ
の
相
談

や
滞
納
者
へ
の
連
絡
や
訪
問

し
、
計
画
書
を
出
し
て
も
ら

う
な
ど
の
対
応
を
取
っ
て
い

ま
す
。

問 

青
少
年
指
導
員
の
制
度

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
決
算

特
別
会
計
決
算

問 

今
後
も
後
期
高
齢
者
が

増
え
て
い
け
ば
、
納
付
金
も

増
え
て
い
く
予
測
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答 

現
時
点
の
人
口
動
向
を

見
ま
す
と
、
75
歳
以
上
の

ピ
ー
ク
は
越
え
た
も
の
の
、

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
も

多
く
、
し
ば
ら
く
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

�

（
全
員
賛
成　

認
定
）

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

問 

独
居
高
齢
者
等
見
守
り

事
業
の
実
績
は
。

答 

令
和
６
年
度
に
つ
い
て

は
、
11
月
か
ら
の
利
用
開

衛生センター
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�

（
全
員
賛
成　

可
決
）

問 

育
児
休
業
を
取
得
す
る

場
合
、
給
与
額
を
減
額
し
て

支
給
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
算
出
方
法
は
。

答 

職
員
の
基
本
給
か
ら
、

１
時
間
当
た
り
の
時
給
を
算

出
し
、
取
得
す
る
時
間
数
分

を
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

�

（
全
員
賛
成　

可
決
）

問 

第
２
号
に
規
定
と
す
る

「
町
長
が
特
に
必
要
と
認
め

る
事
業
」
と
は
。

答 

第
１
号
に
規
定
す
る
事

業
に
該
当
し
な
い
申
し
出
が

企
業
か
ら
あ
っ
た
場
合
、
こ

の
条
項
を
適
用
し
、
基
金
に

積
立
て
活
用
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

�
（
全
員
賛
成　

可
決
）

問 

誰
が
、「
災
害
そ
の
他

の
非
常
の
場
合
」
を
指
定
す

る
の
か
。

答 

国
が
激
甚
災
害
な
ど
の

指
定
を
し
、
そ
の
際
、
こ
の

条
例
が
活
用
さ
れ
ま
す
。

�

（
全
員
賛
成　

可
決
）

問 

財
政
管
理
事
業
の
業
務

委
託
料
の
増
額
の
理
由
は
。

答 

令
和
２
年
度
末
に
導
入

し
た
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る
た
め
、

機
器
の
入
替
と
そ
れ
に
伴
う

デ
ー
タ
移
行
の
費
用
で
す
。

�

（
全
員
賛
成　

可
決
）

下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
回
関
係
部
分
）

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
回
関
係
部
分
）

介
護
保
険
特
別
会
計
事
業

勘
定
補
正
予
算（
第
１
回
）

町
立
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
条
例
廃
止

議
員
及
び
町
長
の
選
挙
に
お

け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
改
正

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
改
正

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
施
設
等
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
改
正

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及

び
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
改
正

総務建設
常任委員会

９月３日開会
委員５名全員出席

ふ
る
さ
と
づ
く
り

�

基
金
条
例
改
正

問 
過
去
、
施
設
開
設
の
相

談
な
ど
あ
っ
た
の
か
。

答 
現
在
、
居
宅
訪
問
型
保

育
事
業
の
相
談
が
１
件
あ
り
、

審
査
中
で
す
。
近
々
、
結
果

が
出
る
予
定
で
す
。

�

（
全
員
賛
成　

可
決
）

�

（
全
員
賛
成　

可
決
）

問 

利
用
者
は
、
曜
日
や
時

間
帯
な
ど
決
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
対
応
は
。

答 

お
一
人
ず
つ
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

�

（
全
員
賛
成　

可
決
）

問 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
に

特
定
財
源
は
な
い
の
か
。

答 

通
学
距
離
が
、
小
学
生

４
㎞
、
中
学
生
６
㎞
以
上
の

国
の
基
準
に
満
た
な
い
こ
と

か
ら
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
全
員
賛
成　

可
決
）

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
業
務
委
託
は
、

今
後
、
高
齢
化
率
が
上
が
っ

て
い
く
な
か
で
人
員
体
制
や

休
日
・
夜
間
の
体
制
の
確
保

を
見
据
え
て
の
こ
と
か
。

答 

現
在
の
体
制
で
、
今
後

の
高
齢
化
率
増
加
に
対
応
し

て
い
く
の
は
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
民
間
事
業
者
は

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
柔
軟
な
人
員
体
制
が
確

保
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。�

（
全
員
賛
成　

可
決
）

福祉教育
常任委員会

９月４日開会
委員５名全員出席

　

そ
の
内
容
は
、
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
事
業
に
取
り
組
ん
だ

経
緯
を
は
じ
め
当
時
の
組
織

体
制
か
ら
、
事
業
の
概
要
・

実
績
・
効
果
、
課
題
と
問
題

点
・
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

触
れ
、
う
ち
ハ
ニ
タ
ス
は
、

町
の
了
解
な
く
宝
塚
市
に
貸

し
出
さ
れ
る
な
ど
問
題
が
多

い
う
え
委
託
先
の
Ｃ
Ｓ
Ｐ
Ｆ

Ｃ
に
契
約
書
や
仕
様
書
を
求

め
て
も
「
企
業
側
の
秘
密
情

報
に
関
わ
る
」
と
し
て
拒
否

さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
「
企
業

版
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
を
予

算
計
上
し
た
経
緯
や
、
オ
ズ

ワ
ン
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起

し
た
こ
と
な
ど
広
範
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
こ
の
町
の

総
括
を
も
っ
て
一
定
の
役
目

を
終
え
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
委
員
全
員
賛
成
の
も

と
第
11
回
を
も
っ
て
廃
止
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
、
町
は
、「
豊

能
町
の
負
担
ゼ
ロ
」
を
明
言

し
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業

を
約
３
億
９
千
万
円
で
コ
ン

パ
ク
ト
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
協
議
会

（
以
下
「
Ｃ
Ｓ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
」）
に

全
面
委
託
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
議
会
へ
の
詳
し

い
説
明
は
な
く
、
多
く
の
問

題
が
浮
上
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
全
容
を
把
握
す
べ

く
当
委
員
会
は
、
令
和
５
年

６
月
12
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で

10
回
に
わ
た
っ
て
、
町
と
協

議
を
重
ね
、
予
算
の
信
頼
性

を
根
本
か
ら
崩
し
た
前
町
長

の
責
任
を
問
う
と
と
も
に
、

効
果
が
薄
い
事
業
に
対
し
て

は
、
そ
の
手
法
や
在
り
方
な

ど
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
本
年
３
月

末
、
３
年
間
に
わ
た
っ
た
事

業
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

町
に
、
総
括
を
求
め
ま
し
た
。

第
11
回

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

特
別
委
員
会
９月５日開会
委員４名全員出席

■二次元コードから委員会の動画を視聴できます。視聴に伴う通信料は自己負担です。
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一 般 質 問一 般 質 問 ■二次元コードから一般質問の動画を視聴できます。視聴に伴う通信料は自己負担です。

問 

住
民
の
移
動
の
権
利
と

町
の
活
性
化
に
公
共
交
通
の

充
実
は
急
務
だ
。
公
共
交
通

関
係
者
と
の
会
議
を
開
催
す

る
な
ど
、
主
体
的
な
取
り
組

み
を
求
め
て
き
た
が
運
行
計

画
等
、
進
捗
状
況
を
問
う
。

答 

バ
ス
事
業
者
か
ら
は
、

「
運
転
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
中
、
黒
字
路
線
も
減

便
す
る
事
態
」
な
ど
意
見
を

聞
い
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
Ａ
Ｉ
オ
ン

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
に
つ

い
て
、
費
用
面
、
乗
務
員
の

確
保
の
面
か
ら
難
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
交
通
事
業
者

と
は
必
要
に
応
じ
て
情
報
交

換
や
意
見
交
換
の
場
を
設
け

て
お
り
、
今
後
は
、
地
域
公

共
交
通
の
事
業
者
と
の
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
き
な
が
ら
、

乗
務
員
の
確
保
を
は
じ
め
と

す
る
町
内
の
交
通
体
系
の
維

持
・
確
保
に
向
け
て
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

育
児
休
業
し
て
い
る
方

は
切
れ
目
の
な
い
保
育
を
望

ん
で
い
る
。
下
に
子
ど
も
が

産
ま
れ
た
場
合
、
上
の
子
ど

も
の
保
育
の
継
続
を
求
め
て

も
１
年
半
で
退
所
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
制
度
と
な
っ
て

い
る
。
切
れ
目
の
な
い
保
育

制
度
の
改
善
を
求
め
る
が
。

答 

豊
能
町
は
保
育
の
必
要

性
の
認
定
規
準
を
規
定
し
て

お
り
、
育
児
休
業
の
趣
旨
を

踏
ま
え
て
、
育
児
休
業
の
継

続
利
用
は
検
討
課
題
と
し
て

認
識
し
て
い
ま
す
。
来
年
度

の
入
所
か
ら
適
用
で
き
る
よ

う
、
制
度
の
見
直
し
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

利便性が高まる交通網を

ハ
二
タ
ス
を
活
用
し
た

今
後
の
公
共
交
通
計
画
は

交
通
体
系
の
維
持

確
保
に
向
け
て
取
り
組
む

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援

制
度
の
改
善
を

制
度
の
見
直
し
実
施
で

来
年
度
の
入
所
か
ら
適
用

問 

豊
能
町
で
救
急
車
の
出

動
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答 

令
和
４
年
度
か
ら
６
年

度
で
、
４
年
度
は
１
２
２
６

件
、
以
下
１
２
６
４
件
、

１
３
４
２
件
と
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

問 
平
均
す
る
と
１
日
３
回

の
出
動
と
な
っ
て
い
る
。
東

西
１
台
ず
つ
の
配
備
で
問
題

な
く
運
用
で
き
て
い
る
の
か
。

答 

救
急
件
数
も
増
加
傾
向

で
す
が
、
出
動
に
支
障
が
あ

る
と
い
う
報
告
は
受
け
て
い

ま
せ
ん
。

問 

消
防
庁
の
年
齢
別
デ
ー

タ
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

救
急
車
を
利
用
し
て
い
る
割

合
は
全
国
平
均
で
63
・
３
％

で
あ
っ
た
。

　

豊
能
町
の
利
用
状
況
は
。

答 

令
和
６
年
度
の
出
動
件

数
の
う
ち
、
77
％
が
65
歳
以

上
の
割
合
で
す
。

問 

適
正
利
用
の
た
め
、
救

急
車
の
利
用
に
迷
っ
た
と
き

の
相
談
窓
口
が
あ
る
が
、
周

知
で
き
て
い
る
の
か
。

答 

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
定
期
的
な
広
報
紙

へ
の
掲
載
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
周
知
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問 

一
部
の
道
路
で
は
、
道

路
や
歩
道
に
草
木
が
繁
茂
し
、

草
刈
り
等
が
さ
れ
て
い
な
い
。

道
路
の
管
理
に
つ
い
て
の
年

間
計
画
は
。

答 

町
道
の
除
草
に
つ
い
て

は
年
間
契
約
で
業
者
に
委
託

し
、
年
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
道
・
府
道
に
つ
い
て
は

池
田
土
木
事
務
所
が
管
理
し

て
お
り
、
年
１
回
の
除
草
を

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

救急安心センター

救
急
車
の
利
用
状
況
に

つ
い
て

豊
能
町
内
を
通
る
道
路
の

管
理
に
つ
い
て

救急車の適正利用に救急車の適正利用に
むけてむけて

池田　忠史

希望を持ち暮らせる希望を持ち暮らせる
� 町政� 町政

高尾　靖子
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一 般 質 問一 般 質 問 ■掲載原稿は、質問した議員の責任において作成しています。

問 

稲
作
で
再
生
二
期
作
を

行
っ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。

再
生
二
期
作
の
場
合
、
田
植

え
は
１
回
で
、
年
に
２
回
収

穫
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

豊
能
町
で
も
実
施
で
き
な
い

も
の
か
。

答 
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
Ｊ
Ａ
大
阪
北
部
管
内

で
推
奨
し
て
い
る
、
き
ぬ
ひ

か
り
が
再
生
二
期
作
に
適
し

て
い
る
の
か
、
現
在
の
と
こ

ろ
不
明
で
す
。
そ
の
た
め
、

国
や
農
業
機
構
等
の
実
証
実

験
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

問 

本
年
３
月
の
一
般
会
計

補
正
予
算
で
「
道
の
駅
に
関

す
る
事
前
調
査
事
業
」
が
繰

越
明
許
費
補
正
と
し
て
あ

が
っ
て
い
た
が
、
こ
の
事
業

の
状
況
は
。

答 

令
和
７
年
４
月
に
、
豊

能
町
賑
わ
い
創
出
施
設
整
備

に
係
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性

調
査
業
務
の
公
募
を
行
い
、

６
月
下
旬
に
契
約
を
し
ま
し

た
。
事
業
者
と
は
、
８
月
に
、

調
査
計
画
・
基
本
方
針
の
打

合
せ
を
し
て
お
り
、
12
月
頃

に
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を

実
施
予
定
で
す
。
そ
し
て
調

査
内
容
や
書
類
の
作
成
や
公

募
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
企
業

へ
の
説
明
会
の
実
施
を
行
う

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
調
査
後
は
、
関
心

の
あ
る
民
間
事
業
者
や
事
業

手
法
、
事
業
費
な
ど
の
整
理

を
行
い
、
リ
ス
ク
分
担
な
ど

の
導
入
可
能
性
の
評
価
を
基

に
、
事
業
手
法
の
選
定
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

問 

こ
の
事
業
の
結
果
は
、

い
つ
ま
と
ま
る
の
か
。

答 

令
和
８
年
３
月
の
上
旬

ま
で
に
は
、
報
告
書
と
し
て

ま
と
め
ま
す
。

稲刈り後にも伸びる稲穂

米
の
再
生
二
期
作
の
導
入
を

道
の
駅
に
関
す
る
事
前
調

査
事
業
に
つ
い
て

豊能町でも豊能町でも
米の再生二期作を米の再生二期作を

中川　あつし

問 

令
和
５
年
６
月
の
初
質

問
よ
り
、
今
議
会
で
５
回
目

と
な
る
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
の
必

要
性
も
認
識
す
る
一
方
、
財

政
面
の
課
題
が
あ
る
こ
と
や
、

近
隣
市
町
の
実
施
状
況
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
対
象
者
や

自
己
負
担
額
、
受
診
で
き
る

頻
度
を
ど
う
す
る
か
も
検
討

に
含
め
、
前
向
き
に
進
め
る

と
の
こ
と
だ
が
、
機
は
熟
し

て
い
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

こ
れ
ま
で
も
、
前
向
き

に
進
め
て
い
き
た
い
と
答
弁

を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
踏

ま
え
ま
し
て
、
令
和
８
年
度

に
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

問 

書
店
は
長
年
、
本
と
の

出
会
い
の
場
と
し
て
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く

の
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
。

　

駅
前
や
商
店
街
な
ど
に
あ

る
本
屋
は
、
地
域
の
文
化
の

担
い
手
と
し
て
、
重
要
な
価

値
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
で
店
舗
数
は
、
２
０

０
３
年
に
２
万
８
８
０
店
舗

あ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
20
年

間
で
半
減
し
て
い
る
。
ま
た
、

全
国
で
店
舗
数
が
一
店
舗
も

な
い
市
町
村
は
、
27
・
３
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
経
済
産
業
省
は
、
昨
年

３
月
に
書
店
振
興
を
進
め
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し
た
。

　

本
町
と
し
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
伺
う
。

答 

図
書
館
で
は
、
継
続
購

入
し
て
い
る
雑
誌
や
、
書
籍

の
一
部
に
つ
い
て
も
書
店
か

ら
購
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
中
学
校
の
教
科
書
や
教
材

の
図
書
に
つ
い
て
も
一
定
数

を
購
入
し
て
、
町
内
の
書
店

が
維
持
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

町の書店は文化と知識の貴重なインフラ

本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て

の
本
屋
さ
ん
を
守
ろ
う

前
立
腺
が
ん
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
検

査
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

本との出会いの場の本との出会いの場の
書店を守ろう書店を守ろう

なが谷　幸弘
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問 

千
早
赤
阪
村
、
河
南
町
、

太
子
町
、
大
阪
狭
山
市
、
羽

曳
野
市
と
大
阪
府
が
合
併
を

前
提
に
入
れ
た
協
議
会
を
立

ち
上
げ
て
、
５
月
28
日
に
第

一
回
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た

と
報
道
が
あ
っ
た
。

　

毎
月
、
町
村
長
の
会
合
で

協
議
会
の
内
容
な
ど
の
情
報

は
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

大
阪
府
の
市
町
村
部
局

か
ら
も
一
定
情
報
は
頂
戴
し

て
い
ま
す
。

問 

財
政
力
の
脆
弱
な
豊
能

町
も
近
い
将
来
、
合
併
も
避

け
ら
れ
な
い
と
思
う
。

　

準
備
を
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
う
が
。

答 

い
つ
の
時
代
で
も
行
政

の
効
率
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
平
準
化
を
図
る
た
め
に
は

基
礎
自
治
体
の
垣
根
を
越
え

た
広
域
化
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問 

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
が
公
表
さ
れ
た
。
大
阪
の

成
績
が
悪
か
っ
た
と
報
道
さ

れ
て
い
る
。
本
町
の
結
果
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答 

令
和
７
年
度
の
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
は
４
月

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
、
小
学
生
で
は
国
語

算
数
・
理
科
と
も
に
全
国
・

大
阪
平
均
も
下
回
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
国
語
・
数
学
は

ほ
ぼ
全
国
平
均
、
理
科
は
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す

が
、
大
阪
府
平
均
を
若
干
上

回
っ
て
い
ま
す
。

問 

本
町
は
教
育
力
日
本
一

を
目
指
し
て
き
た
の
で
は
。

答 

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生

き
抜
く
た
め
に
必
要
な
資
質

や
能
力
を
培
い
、
豊
能
町
を

愛
し
、
誇
り
を
も
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
教
育
力
日
本
一
と

考
え
て
い
ま
す
。

年度別合併件数（総務省）

南
河
内
地
域
の
５
市
町
村

合
併
前
提
の
協
議
会

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

問 

令
和
２
年
10
月
議
会
で

学
校
再
編
の
補
正
予
算
は
、

条
件
付
き
賛
成
の
議
員
も
含

め
て
僅
差
で
可
決
し
た
。

「
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
の
大

胆
な
増
加
策
と
東
西
ど
ち
ら

の
学
校
に
も
通
え
る
選
択
」

こ
の
条
件
付
き
の
賛
成
討
論

が
掲
載
さ
れ
た
「
議
会
だ
よ

り
」
を
春
先
に
こ
ど
も
未
来

部
に
渡
し
て
い
た
が
、
７
月

10
日
の
教
育
委
員
会
会
議
で

こ
の
こ
と
に
は
一
切
触
れ
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。

「
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
」

と
５
人
の
委
員
が
決
め
た
よ

う
に
思
っ
た
。
議
会
で
の
意

見
を
伝
え
な
か
っ
た
理
由
は
。

答 

議
会
の
意
見
が
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
認
識
不

足
、
配
慮
が
足
り
な
い
部
分

が
あ
り
ま
し
た
。
大
変
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

問 

５
月
29
日
の
通
学
区
域

審
議
会
で
「
東
能
勢
中
だ
と

女
子
の
部
活
は
卓
球
と
陸
上

し
か
な
い
」「
私
立
の
学
校

に
通
う
と
い
う
ケ
ー
ス
も
聞

い
て
い
る
」「
西
地
区
か
ら

ふ
た
ば
園
に
通
っ
て
い
る
人

も
い
る
が
、
ど
こ
の
学
校
に

通
う
の
か
」
な
ど
の
審
議
会

の
意
見
も
教
育
委
員
会
会
議

で
な
ぜ
伝
え
な
か
っ
た
の
か
。

答 

通
学
区
域
審
議
会
の
中

で
は
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出

ま
し
た
の
で
、
時
間
の
関
係

で
そ
の
代
表
的
な
意
見
だ
け

お
知
ら
せ
を
し
た
つ
も
り
で

し
た
。

問 

教
育
委
員
会
を
一
時
間

で
切
り
上
げ
よ
う
と
思
っ
て

い
た
の
で
は
。
こ
ん
な
大
事

な
時
に
な
ぜ
時
間
の
関
係
と

言
う
の
か
、
事
前
に
議
事
録

を
渡
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

答 

議
事
録
は
、
お
渡
し
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

議会から「学校選択制」導入の提言

令和７年９月１１日

豊能町教育委員会教育長 板倉 忠 様

豊能町議会議長 永並 啓

「学校選択制」導入についての提言書

平成 30 年度当初予算で、ひとつの小中一貫校を整備するための「小中一貫教育

等推進事業費」が可決された。

その後、町長が代わり、令和 2年度当初予算では、豊能町の東地区・西地区そ

れぞれに小中一貫校を整備する「小中一貫校整備関連事業費」が提出された。

しかし、１小１中を目指してきた教育委員会と、２小２中を進める町長との間

で意見が一致していなかったため、議会は否決した。

その後、町長と教育委員会との協議を経て、同年１０月会議で関連事業費を計

上した補正予算が僅差で可決され、東西に小中一貫校を整備することが決定し

た。特に留意すべきは、可決の背景である。西地区の学校に「クラス替えが可能

な学校に通わせたい」という保護者の声を踏まえ、通学区域を固定せず、どちら

の学校でも選択できる制度を条件に賛成した議員が 2名いたことである。

令和２年１２月定例会の一般質問では、議員から八王子市で実施されている

「学校選択制」が紹介された。これに対し、当時の教育長は「通学区域審議会で

議論していく」と答弁したが、その後、審議会や教育委員会で議論が行われた形

跡は確認できない。

令和８年４月から義務教育学校が開校する。東地区は小規模校、西地区は中規

模校であり、それぞれ特徴のある学校となる。これらを自由に選択できる「学校

選択制」を導入することは、子どもたちにとって大きな意義がある。

以上の経緯を踏まえ、東西いずれの学校にも通学できる「学校選択制」を導入

することを提言する。

議
会
で
の
意
見
は

反
映
さ
れ
て
い
な
い

通
学
区
域
審
議
会
の
意
見
は

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か

南河内の５市町村が南河内の５市町村が
合併協議会開催合併協議会開催

小寺　正人

学校選択制の導入を学校選択制の導入を

すがのえみこ
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一 般 質 問一 般 質 問 ■掲載原稿は、質問した議員の責任において作成しています。

問 

近
年
、
柔
軟
剤
な
ど
日

常
生
活
で
使
わ
れ
て
い
る
香

り
の
強
い
製
品
が
原
因
で
、

頭
痛
や
吐
き
気
、
倦
怠
感
な

ど
健
康
被
害
を
発
症
す
る
香

害
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

北
海
道
厚
岸
町
の
教
育
委

員
会
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
児
童
・

生
徒
の
約
１
割
が
被
害
を
受

け
て
い
た
。

　

ぜ
ひ
、
豊
能
町
も
学
校
現

場
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
す
べ
き
だ
。

答 

学
校
で
は
、
国
が
作
成

し
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、

自
分
に
は
快
適
な
香
り
で
も
、

他
人
は
不
快
に
感
じ
、
体
調

不
良
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る

な
ど
情
報
提
供
や
注
意
喚
起

を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
機

会
を
見
つ
け
て
啓
発
し
て
い

き
ま
す
。

問 

啓
発
も
必
要
だ
が
、
自

分
た
ち
が
日
常
的
に
使
っ
て

い
る
香
り
製
品
に
よ
っ
て
健

康
被
害
で
苦
し
ん
で
い
る
人

が
い
る
こ
と
を
児
童
・
生
徒

一
人
一
人
に
肌
で
感
じ
て
も

ら
う
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
有
効
で
あ
る
。

　

厚
岸
町
で
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
っ
て
自
分
が
香

害
の
被
害
者
だ
っ
た
と
気
付

い
た
児
童
・
生
徒
も
い
る
。

　

学
校
は
限
ら
れ
た
空
間
だ

け
に
香
害
の
被
害
者
、
加
害

者
に
な
り
や
す
い
。

　

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
。

答 

保
健
の
先
生
方
が
集
ま

る
機
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

学
校
の
状
況
を
聞
き
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

国も啓発している　国のポスター

厚
岸
町
で
は
児
童
・

生
徒
の
一
割
が
被
害

豊
能
町
、
国
が
作
成
し
た

ポ
ス
タ
ー
で
啓
発

早
急
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
実
態
調
査
が
必
要

柔軟剤などの香りに柔軟剤などの香りに
よる健康被害よる健康被害

秋元　美智子

問 

道
路
の
整
備
は
ど
の
よ

う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
の
か
。

答 

交
通
量
の
多
い
幹
線
道

路
か
ら
舗
装
修
繕
を
実
施
し

て
お
り
、
住
宅
地
の
街
区
道

路
ま
で
修
繕
が
至
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

住
民
の
通
報
、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
受
け
個
別
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

問 

遠
方
地
域
の
児
童
生
徒

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
に

つ
い
て
伺
う
。

答 

新
光
風
台
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
た
場
合
、
通
学
が

遠
く
な
る
こ
と
か
ら
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
導
入
し
ま
す
。

問 

現
在
、
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
し
て
財
政
運
営
を

し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

答 

本
年
７
月
に
策
定
し
た

新
た
な
行
財
政
改
革
推
進
計

画
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問 

国
は
公
共
施
設
適
正
管

理
推
進
事
業
で
令
和
７
年
度

に
公
共
施
設
の
集
約
化
や
複

合
化
事
業
に
「
集
約
化
・
複

合
化
等
に
伴
う
除
却
事
業
」

を
新
た
に
創
設
さ
れ
て
い
る
。

　

除
却
費
用
を
対
象
と
し
た

地
方
債
の
活
用
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答 

公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
債
は
、
充
当
90
％
、

交
付
税
措
置
30
％
か
ら
50
％

と
有
利
な
地
方
債
で
あ
る
た

め
、
既
存
施
設
の
除
却
事
業

に
も
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

住宅地内の街区道路の整備について

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

遠
方
地
域
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
導
入
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
む
け
て

自
治
体
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

安心安全なまちづくり安心安全なまちづくり
に向けてに向けて

寺脇　なお子
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スクールバス導入に関する提言
７月 24 日（抜粋）

「学校選択制」導入についての提言
9 月 11 日（抜粋）

　令和８年度開校予定の「とよの西学園」
は、三つの小学校を併合することから通
学範囲が広がり、なかでも新光風台は、
従来の２倍、少なくとも ４０ 分以上歩く
ことになります。
　通学路のほとんどが照り返しの厳しい
アスファルト道路の坂道で、猛暑による
熱中症が心配されるなか、日差しを避け
る木陰もわずかしかありません。
　議会では、かねてより子どもたちが安
全安心して学び舎に通えるよう、スクー
ルバスの導入を提案してきました。

　教育委員会は、阪急バスの利用を検討していましたが、
先般のダイヤ改正等によって現実的に不可能となりました。

　以前より、子どもたちは歩いて光風台小学校に通学し
ていました。歩くことは子どもの体力づくりに必要です。
あらためてスクールバス導入を求めるとともに、点呼は
一か所のほうが確実性の高いことから、スクールバス導
入については「光風台小学校」から「とよの西学園」ま
でとすることを提言します。

　７年前、平成 30 年度当初予算で、小中一貫校（１小
１中）にむけた整備費が可決されました。その後、町長
が代わり、東・西地区それぞれに小中一貫校（２小２中）
へと大きく方針が変わりました。
　議会は、この予算を否決しましたが、その後、町長は、
１小１中を目指してきた教育委員会との協議を経て、再
度、２小２中にむけた予算を計上。僅差で可決しました。

　このとき２名の議員が「クラス替えが可能な西地区の
学校に通わせたい」という保護者の声を踏まえ、通学区
域を固定せず、どちらの学校も選択できることを条件
に賛成し、さらに令和２年 １２ 月定例会の一般質問では、
八王子市で実施している「学校選択制」を紹介しました。
　これに対し、当時の教育長は「通学区域審議会で議論
していく」と答弁しましたが、現在に至るまで、審議会
や教育委員会で議論された形跡がありません。
　東地区は小規模校、西地区は中規模校と、それぞれ特
徴があります。どちらも自由に選択できる「学校選択制」
は、子どもたちにとって大きな意義があります。
　以上の経緯を踏まえ、東西いずれの学校にも通学でき
る「学校選択制」を導入することを提言します。

問 

持
続
可
能
な
公
共
交
通

を
維
持
す
る
た
め
に
、
町
が

主
体
的
に
政
策
を
設
計
・
運

営
で
き
る
組
織
体
制
が
不
可

欠
だ
。
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
・
福
祉
輸
送
を
一
元

化
し
、
東
西
別
モ
デ
ル
で
効

率
化
を
図
る
交
通
部
署
を
新

設
し
、
政
策
の
一
元
化
を
進

め
る
考
え
は
な
い
か
。

答 

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
状
況

の
把
握
、
職
員
の
人
員
不
足

の
中
、
現
時
点
で
は
、
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

ハ
ニ
タ
ス
の
車
両
を
有

効
活
用
す
る
た
め
、
町
が
主

体
と
な
っ
て
試
験
運
行
を
。

　

運
転
手
は
町
職
員
に
加
え
、

シ
ル
バ
ー
人
材
や
地
域
公
募

で
確
保
す
る
と
い
う
考
え
は

な
い
か
。

答 

車
両
の
活
用
方
法
は
、

町
内
で
幅
広
く
、
有
効
に
利

用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問 

町
内
か
ら
医
院
が
な
く

な
っ
て
以
降
、
誘
致
に
向
け

て
継
続
的
に
探
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
開
業
に
は
至
ら
な

い
。
財
政
危
機
の
中
で
、
町

と
し
て
、
現
実
的
に
取
り
得

る
支
援
策
や
広
域
連
携
の
方

向
性
は
な
い
の
か
。

答 

医
療
機
関
の
開
設
に
係

る
補
助
金
制
度
は
全
国
市
町

村
で
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
財
政
状
況
等
も

十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
実
施

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

問 

専
業
農
家
、
兼
業
農
家

の
作
物
を
区
分
け
し
品
質
や

販
売
ル
ー
ル
を
整
理
し
て
い

く
の
か
。

答 
専
業
・
兼
業
の
区
別
を

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

機
構
改
革
・
交
通
部
署
の

新
設
を

整
形
外
科
医
院
の
誘
致
は

道
の
駅
構
想
・
直
売
所

農
産
物
の
価
格町独自バスのイメージ

次の世代に繋いで次の世代に繋いで
いくためにいくために

さいわき　明美

議
会
か
ら

�

町
へ
提提

言言
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９
月
の
町
議
会
議
員
選
挙

で
は
、
現
職
８
名
と
新
人
議

員
４
名
が
当
選
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

広
報
特
別
委
員
会
も
メ
ン

バ
ー
が
一
新
し
ま
し
た
。

　

議
会
は
本
会
議
・
一
般
質

問
・
常
任
委
員
会
・
議
会
運

営
委
員
会
・
特
別
委
員
会
の

ラ
イ
ブ
配
信
、
録
画
配
信
を

し
て
い
ま
す
が
、
紙
媒
体
の

「
議
会
だ
よ
り
」
で
の
発
信

も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
わ
か
り

や
す
く
情
報
を
お
伝
え
で
き

る
よ
う
に
６
人
力
を
合
わ
せ

て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
管
野
）

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長�

管
野
英
美
子

副
委
員
長�

秋
元
美
智
子

委　
　

員�

西　
　

美
江

�

内
田　

香
織

�

林　
　

和
利

�

髙
野　

光
一

編
集
後
記

大阪府豊能町 議会だより議会だより 第 155 号　令和７年１１月２５日

令和７年12月　定例会議予定
12月１日（月） ９：30～	 定例会議開会

12月２日（火） ９：30～	 本会議（一般質問）

12月３日（水） ９：30～	 本会議（一般質問）

この議会だよりは再生紙を使用しています。
こ の 広 報 誌 は、 議 員 ６ 名 で 延 べ ５ 日 間 編 集 作 業 を 行 い、8,700 部 作 成。 １ 部 あ た り の 単 価 は ２1.67 円、 配 達 に 12 円 か か っ て い ま す。

スマートフォンで手軽に

「議会だより」を読んで

いただけますマチイロホームページマチイロホームページ

インターネットによるライブ・録画配信インターネットによるライブ・録画配信
　豊能町議会では、本会議・

一般質問・常任委員会・議会

運営委員会・特別委員会もイ

ンターネットによるライブ・

録画配信をしています。

Happy day ええday‼  Sports day

～勝っても負けても輝ける～

体育大会頑張れないようじゃむりか～

体育大会はね、頑張らないと　Win do 勝年

10 月３日　吉川中学校体育大会９月 25 日　東能勢小中学校合同運動会

＜主な議案＞
⃝令和６年度歳入歳出決算認定について
� （全員賛成　認定）
　　　歳入の総額　　　23億8897万3855円
　　　豊能町の負担金　１億3568万円
⃝財産の無償譲渡について� （全員賛成　可決）
　　�　本組合の公有財産（新こうじ橋）を川西市へ
無償譲渡するものです。

＜主な議案＞
⃝�令和６年度一般会計予算繰越明許費繰越計算書の
報告について
　　�　廃棄物処分施設設置事業費 1億 874 万 3 千
円のうち、施設の実施設計や準備工事の一部と
して、令和 7年度に 7672 万 5千円を繰り越
したものです。

猪名川上流広域ごみ処理施設組合
議会 第２回定例会� ８月８日（金）

豊能郡環境施設組合議会 
第6回定例会� ８月26日（火）


